
 

 

                                      2025年 8月吉日 

 

2025年度 一般社団法人 回復期リハビリテーション病棟協会 企画・主催 

 

第 39 回 ソーシャルワーカー研修会（アドバンス研修） 
集合研修会（会場開催） 

 

一般社団法人 回復期リハビリテーション病棟協会 

  会   長 菅原 英和 

ソーシャルワーカー委員長 牛島 寛文 

（公印略） 
 

2025年度第 39回ソーシャルワーカー研修会（アドバンス研修）をご案内致します。 

アドバンス研修では、現状の課題を共有し、回復期ソーシャルワークの課題や自らの役割や使命を確認する

研修を企画しています。 

 

今年度のテーマは「一度きりの“本人の人生”をともに考える― 高次脳機能障害のある人の主体性と意思

決定に寄り添うソーシャルワーク ―」です。1日の集合研修（開催会場：東京）の企画となります。 

高次脳機能障害のある方が、回復期リハビリテーション病棟を退院した後も、地域でその人らしく暮らして

いくためには、ソーシャルワーカーが単なる「代弁」にとどまらず、その人の主体性を引き出しながら、将

来を見据えて「意思決定の過程を支える」姿勢が求められます。 

 

本研修では、当事者の方の声に学ぶ機会に加え、鵜飼リハビリテーション病院 リハビリテーション部  

顧問・森田秋子氏より「認知能力に合わせた意思決定支援」についてご講義をいただきます。そのうえで、

グループワーク（ブレインストーミング）を通じて実践的な知識を整理し、多職種や関係機関との連携を含

めた支援のあり方を共有することで、ソーシャルワーク支援の質の向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■研修目的 

①高次脳機能障害のある人の特性を理解した上で，意思決定支援の実践力を高める。 

②参加者同士の意見や情報を交換し、意思決定支援に向けた課題を把握することができる 

 

■対象 

回復期リハビリ病棟を有する病院で働くソーシャルワーカーで上記内容について学びたい方。 

※ソーシャルワーカーの経験年数は 4 年目以上を想定していますが、4 年未満の方でも関心のある方は、

遠慮なくお申込みください。 

 

■開催日時 

2025年 11月 8日（土） 10：00～開場 10：30～17：30 18：00退場 

 

 

■開催場所：三田 NNホール 住所：東京都港区芝 4-1-23 三田 NNビル地下 1階 

https://mita-nn-hall.com/access 

 

■申込先 ：回復期リハビリテーション病棟協会 研修会 WEB申込システム 

 

■参加費：1名 8,000円 

 

■定員：100名 

https://mita-nn-hall.com/access


 

 

第 39 回 ソーシャルワーカー研修会（アドバンス研修）プログラム 

「一度きりの“本人の人生”をともに考える 

― 高次脳機能障害のある人の主体性と意思決定に寄り添うソーシャルワーク ―」 
 

11月 8日（土） 
総合司会：ソーシャルワーカー委員会 委員長 牛島 寛文 

 

10：00～    開場 

 

10：30～    開会の挨拶・オリエンテーション             ソーシャルワーカー委員会 

 

10：40～12：00 「わたしはこう思っていた〜当事者の語りに学ぶ、ソーシャルワークの視点〜（仮）」 

                                 高次脳機能障害のある当事者の方 

ソーシャルワーカー委員会 

 

12：00～13：00 休憩（お弁当のご用意がございます） 

 

13：00～14：30 「認知能力に合わせた意思決定支援」 

                                 講師：医療法人珪山会 鵜飼リハビリテーション病院 

リハビリテーション部 顧問 森田 秋子 氏 

 

14：30～14：40 休憩 

 

14：40～17：25 グループワーク「高次脳機能障害のある患者の主体性を引き出し、意思決定を支える 

ソーシャルワークとは（仮）」 

ソーシャルワーカー委員会 

 

 

17：25～17：30  閉会の挨拶                      ソーシャルワーカー委員会 

 

※ご自身が現在担当している高次脳機能障害のある方（意思決定に支援を必要とする方）をお一人思い浮か

べながら学んでいただくワークを予定しています。 
 

【プログラムは円滑な進行の為、当日変更になる可能性もございます。何卒ご理解ご了承ください。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

参加申込みの手続についてのお願い 

1. 研修会申込ページから研修会名を選択し、必要事項を入力の上、申し込みを行ってください。 

 

2. 申し込みが完了すると、申込担当者のメールアドレスに受付完了の自動送信メールが届きます。 

（配信元：manabu@rehabili.jp）。内容をご確認の上、入力の誤りや修正を行いたい場合は、事務局 

（kaifukuki@rehabili.jp）に速やかにご連絡ください。 

 

3. 受付完了自動送信メールに、受付番号と振込先の口座及びお支払い期限が記載されていますので、  

指定期限までに入金をお願いいたします。 

 

4. 受付完了自動送信メールが届きましたら、郵便局の青い払込取扱票に必要事項を記載し、郵便局から 

ご入金ください。この際、受付番号が未記入の場合は受付できません。必ず通信欄に受付番号をご記

入のうえ上ご入金ください。 

 

5. 満席後の申し込みは、キャンセル待ちとして登録し、キャンセルが出た場合事務局から順番にご連絡 

します。また申込み多数の場合は、締め切り前でも受付を終了させていただきます。 

 

6. 申込後に参加者が変更となった場合は、事務局までメールでお知らせください。電話での受付は行い 

ません。 

 

7. 申込後に自己都合により、研修会参加をキャンセルされる場合は、ホームページ及び受付完了自動送 

信メールに掲載されている『研修会参加費のキャンセル料について』に記載の通り、返金等の手続き 

をさせて頂きます。なお、電話でのキャンセルは取り扱っておりませんので、必ずメールにてお知ら 

せ下さい。 

 

8. 当日の参加申し込みはできません。事前申込のみの受付となります。 

 

9. 領収書は発行いたしませんので、金融機関で発行された受領書または振込明細をご活用下さい。 

    インボイス制度には受付完了メールで対応しております。 

 

10. 受講証明書の発行条件として、研修プログラム全ての履修といたします。従いまして、研修への 

遅刻・早退・中抜けは一切認められませんのでご注意いただきますようお願い申し上げます。 

 

11.   本研修は、公益社団法人日本医療ソーシャルワーカー協会の認定医療ソーシャルワーカー制度に 

おけるポイント認定を申請中です（認定可否は未定）。 

 

12. いただいた個人情報は、当協会プライバシーポリシーに従い、研修会の目的及び統計上のデータとし 

ての利用以外には使用しません。 

 

13. 講義資料は約 1週間前にメールにてご案内いたします。各自で印刷のうえ、当日ご持参ください。 

 

14. 昼食（お弁当）のご用意がございます。 

 

15. 感染対策として、会場内ではマスクの着用を必須とさせていただきます。昼食時はマスクを外してい 

る間、黙食をお願いします。ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

16. ご不明な点は、事務局までお問合せください。 

 

一般社団法人 回復期リハビリテーション病棟協会事務局 

〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-18-12 内神田東誠ビル 9階 

 FAX：03-5281-8535 E-mail：kaifukuki@rehabili.jp 
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